
第１６回 国際高校生フォーラム in 倉吉 2017 

実 施 要 項  
鳥 取 県 立 倉 吉 東 高 等 学 校  
国際高校生フォーラム実行委員会 

１ 趣 旨 
    高校生が独自の自由な発想を生かして、現代社会の諸問題に真正面から取り組み、その解 

決策を模索し、学校・地域・国境を越えた意見交換をするなかで、高校生として今考えうる 最

大限可能な提言をまとめ、将来の日本および世界に貢献できる資質を身につける。 

２ 目 的 
  (1) 広い視野と深い問題意識をもち、公正で逞しいリーダーとして次代を担う高い志をもつ 

  生徒の育成。 
 (2) 効果的な表現方法を用い、説得力のあるプレゼンテーションができる生徒の育成。 
 (3) 広汎な交流と知的・社会的刺激の授受により高度な学びへ向かう主体的生徒の育成。 

３ 活動内容 
 (1) 所定のテーマにもとづいて調査・研究・思索したことをもとに、 
 (2) 視聴覚機器を効果的に使ってプレゼンテーションしながら、 
 (3) 自分たちの主張や提言としてまとめ、発表する。 
 (4) 質疑応答と相互評価を展開し、 
 (5) 最後に有識者による講評・表彰（最優秀校・優秀校）を行う。 

４ テーマ 
 (1) 生徒が興味をもって主体的に取り組むことができ、かつ今日的・将来的に大きな社会的 

  意義をもつもの。 
 (2) 思索や議論に幅と広がりがあり、お互いの認識がともに深められるもの。 
 (3) 今年度のテーマ  

「高校生が考える格差社会」 
 
【趣旨説明】 
 格差とは、同類のものの間における程度の差異を表す言葉であるが、社会問題の一つとして

の意味合いを込めて用いられる語でもある。経済格差、情報格差、健康格差、医療格差、教育

格差、世代間格差、恋愛格差、一票の格差など様々な格差という表現が用いられており、格差

の存在は明白である。 
 ところで格差＝悪というステレオタイプの記事があちこちで報道され、上記のような格差が

問題視されている現状がある。確かに格差は連鎖し、再生産されるという傾向があり、社会が

不安定化する要因ともなっている。一方で、新自由主義政策においては、市場化、競争化をす

すめる上で結果としての格差が社会の成熟、成長の推進力となっているという見解もある。 
 そこで２１世紀の中核を担う高校生として、広く格差の実態を見渡し、あって良い格差、あ

ってはならない格差について検証することをとおして、あってはならない格差についてその格

差を是正する具体的方策を明確に提言してほしい。       
 
 



５ プレゼンテーション条件 
 (1) 確かな裏付けにもとづいて一つ以上の明確な解決策を提示すること。 
 (2) 視聴覚機器、パソコン等を用いること。なお、プレゼンテーションソフトは「パワーポ 

 イント」を基本として作成することとする。 
 (3) 発表時間は１校２０分以内とする。 

６ 主 催       鳥取県立倉吉東高等学校 国際高校生フォーラム実行委員会 

７ 後 援       鳥取県教育委員会 日本マイクロソフト株式会社 （以上予定） 

８ 参加・招待校 
  全国公立高校の中で、趣旨に賛同し代表生徒（５名以内、学年は問わない）を派遣できる 

 高校。 
  参加高等学校（予定） 
  ・長野県松本深志高等学校 ・島根県立松江北高等学校 ・徳島県立脇町高等学校 
 ・鳥取県立米子東高等学校  ・鳥取県立鳥取西高等学校 ・大韓民国京畿道安養高等学校 
 ・鳥取県立倉吉東高等学校    以上 ７校 

９  日程・会場 
 (1) 期 日    平成２９年７月２９日（土）～７月３１日（月）の３日間 
 (2) 会 場    （第１日、２日）  鳥取県倉吉市駄経寺２１２－５ 
                  鳥取県立倉吉未来中心      ℡(0858) 23 - 5390 
                （第３日）     倉吉シティホテル 
 (3) 日 程 
     第１日 ７月２９日（土）  会 場  倉吉未来中心 大ホール 
       時  刻 ： １５：００～１６：４５ 
    午 前 ： 会場準備・ 発表予行 
    午 後 ： 校内実行委員会・発表予行 
                  開会行事・基調講演・情報交換会（１７：００～） 
    第２日 ７月３０日（日）    会 場    倉吉未来中心 大ホール 
    時  刻 ： ９：２５～１６：２０ 
       午 前 ： 各参加校のプレゼンテーション 
       午 後 ：  各参加校のプレゼンテーション 
                  討論・まとめ・講評・表彰 

レセプション（１８：００から倉吉シティホテルにて） 
     第３日 ７月３１日（月）     会 場  倉吉シティホテル 
       時  刻 ： ９：００～１０：３０ 
    午 前 ： 閉会行事・講評・特別講義 
         交流行事（閉会後） 

１０  ゲストコメンテーター 
     有田 伸氏 東京大学 社会科学研究所教授(比較現代社会学部門)    
       藤原 翔氏 東京大学 社会科学研究所准教授(計量社会研究分野） 
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